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里宗巧麻 
 

インターネット黎明期 

唐突に、平居さんから電話をいただいた。何年ぶりだろうか。 

「里宗が活動していた頃の朗読シーンについて何か書いてくれない？」 

 

1990年代ニューヨークで始まったポエトリースラムが世界中に広まったのをきっかけに、2010年頃ま

で、日本でもポエトリーリーディングのムーブメントと言える現象が起こっていた。それと時期を同じくし

て、私自身も似たような活動をしていた。平居さんが何を期待して、紙媒体とも詩のパフォーマンスの

本流にもいなかった私にこの原稿を依頼したのかを考えていた。ただ、もしかしたら、朗読シーンと

も、文字の詩のシーンとも距離をとっていたからこそ、その時期見えていた詩のシーンについて俯瞰

して書けることもあるかもしれない。 

 

1990年代、その時期、PCの普及率上昇に伴い、インターネットが徐々に広がりを見せていた。当時、

活字中心のインターネットの中で、言葉はこれまでとは違う意味を持ち始めていた。紙媒体を中心と

した権威としての活字文化に対して、個人が情報発信可能なインターネットはメディアというものを確

実に変化させ始めていた。 

 

これまで権威に独占されていた鉄壁の情報空間に、個人の発信力がいくつもの小さな穴を開け、そ

の綻びから言葉が流れ出してきていた。それは勢いを増し、紙からはみ出し、インターネットを飛び

回り、やがて画面を突き破り、街に声となって溢れ出していった。1993年、園子温らが始めた東京の

街を「ガガガ」と叫びながら練り歩く「東京ガガガ」というパフォーマンスは象徴的な出来事だった。 

 

既存メディアによって定義されていた言葉の枠が、急速に再定義されていく感覚が、その後に続く詩

のムーブメントになっていったように思う。私自身は、その平面から文字が溢れ出すような時代感覚

が面白く、美術大学を卒業した後、文様を扱う染織の世界から転身しメディアアートとして、文字を

使ったインスタレーションや声を使ったパフォーマンス作品を発表していた。 

 

寺西さんとの出会い、そして平居さんとの出会い 

1996年、灘にある安藤忠雄の建築したArt KICKSというギャラリーで初の独演イベントを行った。そ

のイベントに、翌年開催される詩マーケットの主宰者であり、後の詩学社の社長でもあった、故寺西

幹仁さんが観に来てくれた。 



 

寺西さんは生まれて初めて僕が生で出会った本物の詩人だった。イベントの帰り際、寺西さんが「あ

なたのやっていることは詩だ」ということを伝えてくれた。その時、その言葉がとても嬉しかった。自分

のやっていることを「詩」と名乗るのはとても勇気がいるが、ようやく自分にも居場所ができたような安

堵を感じた。寺西さんは、帰り際、その翌年開催することになる「詩マーケット」というイベントを手伝っ

てくれませんかと声をかけてくれた。 

 

その当時、詩は色々なものを取り込むような引力があり、何が起きるかわからない、たまらないワクワ

ク感があった。その後、詩は紙から、インターネット、パフォーマンスやアート、ラップや映像を巻き込

んで花火のようにキラキラ輝いて見えていた。 

 

1997年第一回「詩マーケット」が大阪文学学校で開催される。私は出品者兼スタッフとして参加し、

そこで多くの詩人たちと出会い、急速に詩の世界に吸い寄せられていった。中でもこの新次元主宰

の平居さんとの出会いは強烈だった。会場に向かおうとする道すがら、電車に乗ると、眼光鋭い男が

こちらを睨みつけている。そのインパクトに目が離せず、お互い見つめ合っていた。そして同じ駅で

降り、同じ信号を渡り、同じビルに入り、競うように、会場の扉をくぐった。それが平居さんとの初対面

だった。 

 

詩人のるつぼ 

その会場で、確か、詩のシンポジウムなどが開かれ、その後、平居さんや私含め数名がパフォーマン

スをしたような気がする。しかし、その時はどちらかというと詩の朗読をする珍しい人たちという枠だっ

たと思う。とてもアウェイな空気感だった記憶がある。平居さんとは打ち上げで意気投合し、馬鹿騒

ぎしたものの、その日は連絡先も交換しなかった。いずれ必ずまた会う確信があった。 

 

詩マーケットと時を同じくして、1997年10月、ねじめ正一と阿賀猥により第一回「詩のボクシング」が

開催される。続け様、第二回には谷川俊太郎が参加し、それをNHKで目にする。異常に興奮したの

を覚えている。詩の言葉が世の中に滲み出していた。 

 

そのような状況に刺激されたのか、各地で朗読イベントが開催されるようになっていた。平居さんが

毎月、主宰する大阪、梅田サードストーン「ポエトリーリディングの夕べ」。関西では初の定期開催の

オープンマイクだったと思う。そこで、その後、関西の朗読シーンで活躍する面々と出会った。「ココ

ルーム」主宰の上田 假奈代や、歌人として著名な魚村晋太郎。しげかねとおるが初登場した時は衝

撃的だった。背高くスラっと背広を着こなし、今から詩を読むようには見えなかった。ロックスターのよ

うにいきなり絶叫した時、歌ではなく文字でもなく存在そのものに詩を感じた。 

 

平居さんはその後も大阪や京都、色々なところで精力的に朗読イベントを開催したり参加したりして

いて、私はその度に声をかけてもらって、取り巻きのように、平居さんについてまわった。そこでは、

上田さんや魚村さんだけではなく、田中宏輔や矢板進、多くの詩人たちとのたくさんの刺激的な出会

いと濃密な時間があった。終電過ぎて帰れず、平居さんと何人かでラブホテルに泊まった夜もあっ

た。 

 



平居さんにくっついて東京にも行った。1999年、ヤリタミサコらが主宰する「ポエケット」は両国、東京

大江戸博物館での初開催だった。巨大な会場の中心にステージが設けられ、随時パフォーマンスが

披露されていた。もう、その頃には詩のリーディングがアウェイではなく、むしろイベントの重要な立ち

位置をしめていた。コミケにインスパイアされた詩のマーケットは「詩マーケット」「ポエケット」だけでは

なく「ポエムバザール」など、大小さまざまな派生イベントへ繋がっていった。 

 

朗読のムーブメントが始まる 

1997年に始まった詩のボクシングは、ポエケットと同じくして1999年に一般参加トーナメントが開催さ

れるようになっていた。全国で予選が開かれ、もちろん、私も関西予選、十三「レッドライン」で行われ

た関西予選に参加した。会場は熱気に溢れ、知った顔よりも知らないパフォーマーの方が多かった。

当時、どこの詩のイベントに行っても同じ顔ぶれということが多かったのだが、こんなにも詩のパフォー

マンスをする人が存在するということに、初めてこれはムーブメントなんだという感覚を持った。しかし

同時に、そして唐突に自分が詩人としてリーディングすることに強烈な違和感と疎外感、冷めていく

気持ちを感じた。私は2回戦で敗退した。 

 

その後、新しい発見を探すような気持ちで頻繁に東京に出向いて、詩のイベントやオープンマイクに

参加するようになった。東京ではさまざまな場所で活発にオープンマイクが行われていた。当時オー

プンマイクのメッカと言われていた高田の馬場「Ben's cafe」。稀月 真皓さんが司会をされてい

て、カワグチタケシやネットアイドルのコトウユウキなど参加者も含め、そこには大阪にはな

い、嫉妬するほど知的でおしゃれな空気感があった。その華やかさに嫌でも東京こそがトレ

ンドなんだなと痛感させられた。 

 

さいとういんこ主宰の梅島yukotopia「下町ポエトリー・リーディング」は同じ東京でも下町感があふ

れ、親近感があった。筏丸けいこや、海埜今日子、Ben's cafeのムードとは一味違っていた。そこ

で目撃したジュテーム北村はしげかねとおるとも共通する声と切り離すことができない詩を感じた。

ほとばしるパッション、立ち姿そのものがポエジーだった。詩を声や肉体を通してそこに現象として現

せられる人たちがいて、そのことに強く惹かれた。 

 

東京への遠征で一番の発見は、名古屋の二人組みユニット、小松亮一と村田仁によるブルーマヨネ

ーズだった。初めてみる二人でのスタイリッシュなリーディング。二人の対比で生まれる言葉の立体

感。完全に詩が、紙から離陸し、肉体からも離陸して、言葉単体の体験として成立していると感じさ

せられた。自分が理想としていたパフォーマンスに近い表現手法だった。嫉妬と焦りで足がわなわな

震えた。 

 

RADIODAYSの結成 

東京の遠征を通じ、自分のやりたいのは詩の朗読でも自己表現でもないということを痛感した。放た

れた言葉が現象として人に影響を与える、その状況自体が作りたいということを再認識し、自分を無

個性にして舞台装置として言葉を扱うために、サウンドアーティストの山本拓海と「RADIODAYS」と

いう詩のユニットを立ち上げた。その後、アルゴリズムを使ってAIに言葉を抽選させる作品群、インタ

ビューによる作品など、インターネットでインタラクティブ作品を発表するようになった。パフォーマンス

では、個人を消すために、ユニフォームに目隠しをしてパフォーマンスをした。 

 



ようやく作るべきものを確信し、インターネットや、イベント開催など精力的に活動するようになった。そ

して、同時に紙の媒体にも接近していった。英語を覚えるのにアメリカ人と付き合うのが早いように、

紙の詩の世界を知るために、「現代詩手帳」の編集者の女性に求愛したりしていた。後でとても悪い

噂がたってしまった。 

 

1999年12月、平居さんの編纂した詩集「脳天パラダイス」に参加させてもらったのもこの時期だった。

それから平居さんと共同で、詩を書いたことのない人にも詩を書かせ発表しようという試みで「SEXm

achines」という同人を始めたりもした。「脳天パラダイス」しかり平居さんはいわゆる詩人ではない多く

の人を詩の世界に巻き込んでいく力を持っている。平居さんの周りには常に新しい風が吹いていた。 

 

この時期、草野心平が立ち上げた錚々たる詩人が在籍した「歴程」の合宿にも２年連続参加させても

らった。奈良県吉野ヶ里遺跡、福井県いわき市草野心平博物館。入沢康夫や粟津則夫、野村喜和

夫、ミーハー気分で大物に出会えただけでも大喜び。加えて、その後の詩の世界を担うような和合亮

一さんや長澤忍さんなど、新しい感性との出会いにも感動した。しかし、もっと嬉しかったのは、彼ら

の前でパフォーマンスをさせてもらったこと。さらに一緒に食事をして、浴衣に着替え、野村喜和夫さ

ん含め大部屋にたくさんの詩人が集まり、遅くまで語り合ったこと。本当に夢見心地だった。皆が考え

ていることや、話していることがそのまま詩になって空中線が繰り広げられた。これが詩人という生き

物なんだなとつくづく関心した。 

 

詩の実験が始まる 

その頃は、詩と大衆との接点を作る試みや、詩の在り方を巡り、色々な人が色々な実験をしていたよ

うに思う。インターネット上では詩人たちが多くのコロニーを作り、女性だけの同人など実験的な同人

や、詩のイベント情報を集めたサイト、野外音楽堂を借りてのこれまでにない規模の詩のイベント「ウ

エノポエトリカンジャム」、コンセプチュアルな詩のイベントが各地で開催された。 

 

その中で、自分たちも実験的ないくつかの試みを行った。西の詩人と東の詩人の在り方の違いが面

白く、そこに焦点をあてた「詩の関ヶ原」という朗読イベントを企画した。歴程で出会った長澤忍さん

を東の大将、平居さんを西の大将に立て、2000年恵比寿「東京夏の陣」、2001年京都「京都夏の

陣」計2回の開催をした。小川てつオ、コトウユウキなど、東西多くの詩人に参加してもらっている。合

戦をイメージして、個人で詩を読むだけではなく、平居さんの詩で詩の楽譜を作り大人数で朗読する

など、実験的な朗読も行なった。 

 

関西、関東だけではなく、その他の地域の詩のイベントにも多く参加した。2000年、名古屋ではブル

ーマヨネーズが主宰する二日間にも渡るイベントにも参加させてもらった。そのイベントでRADIODAY

Sは、詩の朗読をその場で録画し、それをリアルタイムで、朗読している姿に投影し、それをまた録画

し、言葉と映像を何重にも重ねていくというメディアパフォーマンスを行った。最終日の最終パフォー

マンスではブルーマヨネーズとヤリタミサコさんによる即興朗読が行われた。ヤリタさんが放った表現

としての「ゴミ」という言葉に対して、小松亮一が突如、気を失ったように倒れ、パフォーマンスなのか

リアルなのかわからず皆で慌てふためいた。彼は本当に「ゴミ」になったのだった。言葉を単なる道具

ではなく、実体としてみせたそのパフォーマンスは圧巻だった。それは立ち会った人たちにとっても事

件だった。 

 



2000年を過ぎると、パフォーマーも成熟し、個人をフューチャーしたようなイベントも増えていた。我々

も上田 假奈代さんと「えるび」という詩の定期イベントを共催した。自分達が舞台に立つのではなく、

特定の詩のパフォーマーをフューチャーし、舞台に立つお手伝いをするというコンセプトだった。lang

uegeballという謎のスポーツを作り、詩人たちに、詩を人に届け楽しんでもらうために、時間をかけて

舞台を作り、努力をしてもらうというなかなかハードな試みだった。 

 

上田さんとはお茶のお手前のような作法に則った「ぽえ茶」というイベントもやった。まずお客を和室に

通し、便箋と紙を選ばせ、お客から主人に手紙のように言葉を送ってもらう。その内容に対して、ライ

ブで主人からお客に言葉を返すというようなルールで行われる遊びだ。参加者に手紙という仕組み

を通じて言葉を出させ、それが上田 假奈代を通じて詩に昇華するという仕掛けになっている。参加

者が詩作りに参加するという新しい試みだった。 

 

頻繁な東京遠征の際には、お金がないので、いつも詩人の家に泊めてもらっていた。コトウユウキの

家に泊めてもらったのをキッカケに、コトウさんと「Loveletters」という疑似恋愛blogを立ち上げた。交

代にお互いにラブレターを送り合うというような内容だった。詩の痛々しさとラブレターの痛々しさをシ

ンクロさせた、二人なりの実験だったように思う。 

 

そして東京へ 

2001年、１年に2回のペースで開催されていた詩マーケットが終了し、主宰の寺西さんはついに一般

の仕事を辞め、東京に渡り「詩学社」に入社される。詩だけで生きていくという覚悟をされたのだ。私

はそれを追いかけ上京することにした。比喩ではなく、私自身も仕事をやめ、RADIODAYS一本で生

きていく覚悟をした。相方の山本と二人で東京に出る約束をした。しかし、私が東京に発ったその直

後、山本と連絡が取れなくなってしまった…。 

 

唐突に相方を失い、私はしばらくは何をすれば良いか分からなくなってしまった。色々な方に声をか

けてもらったが、しばらくは作品を発表する気にもなれなかった。仕事も手につかず、ついには逃げ出

し、アルバイトで消耗しきっていた。そんな時、寺西さんはいつも声をかけてくれた。誰もいない詩学

社のオフィスで二人、最終電車までよくお酒を飲んだ。寺西さんは、こんな詩がありますと言って、詩

をよく読んでくれた。いつも涙を流してそれを聴いていた。その時、初めて詩の効用を体感した。これ

が詩なんだなと…。初めて詩の面白さや意味を教えてもらった気がした。そしてその寺西さんの前で

は、自分も詩を愛する一人なんだと感じることができた。 

 

仕事がみつからない僕に、寺西さんは詩集の装丁の仕事や、雑誌「詩学」の表紙のデザインの仕事

を依頼してくれた。その後、奇しくもRADIODAYSで制作したデジタル作品がコンテンツを作っている

会社の目に止まり声をかけてもらった。そして、作品の中から、無限に詩を生成する「詩の万華鏡」が

Vodaohoneの子供向け端末のプリインストールコンテンツとして採用された。そして、そのままIT業

界に就職することになった。しかし、寺西さんは、私が詩から離れないように、なのか、いつも私を呼

び出しては詩の読み聞かせをしてくれた。仕事が順調に行って自分の家を持った時「その玄関のマ

ットくらいの土地は詩学の場所ですね」と言ってお祝いしてくれた。 

 

活動の再開 



私は個人での詩の活動を再開する。そのキッカケはやはり寺西さんだった。2004年、寺西さんから

馬野ミキくんを紹介してもらい、共同でイベント開催しようという話になった。それが「鳥取砂丘の中心

で詩を叫ぶ」だった。詩人たちと鳥取で合宿をし、真っ暗闇の夜の砂丘で朗読会をするというイベン

ト。砂丘に5ヶ所ほどベースを作り、明かりを灯す。ベースには４名ほどの人がいて、順番に短い詩を

読む。詩を読むと、読んだ人はそこから離れ、次のベースに移動しなくてはならないルールだったと

思う。砂丘には砂が舞い、明かりも朧げになる。おまけに声が通らない。朗読を聴きとるために参加

者が皆、顔を寄せないといけない。とても心細く、その明かりと詩だけが心を支えてくれる神秘的で

不思議な空間だった。その時の感動は今でも忘れられない。 

 

そのイベントをキッカケに、再度、詩のイベントの制作に関わるようになる。2005年、上野野外音楽堂

でのさいとういんこ主宰のウエノポエトリカンジャム3のメインデザイン、舞台スタッフとして参加。1500

人もの参加者が訪れた。その際に「iu:イウ」という雑誌を発行し、その表紙のデザインもさせてもらっ

た。 

 

それから千川の映画館というジャス喫茶で安田倫子主宰のrelease room というイベントにもスタッフ

として参加した。詩の批評は各地で行われていたが、作品を発表する際に朗読する形式が多かった

ように思う。しかし、release roomではあえて朗読を排除した。詩を静かに読み、その批評のみを行

う。それは紛れもない詩を体験することだと感じた。私は冊子のコンセプトからやらせてもらった。表

紙に鍵穴の形の穴を開け、その奥にアーティストのカラーのイラストを配し、鍵穴から覗くようにした。

冊子には鎖のデザインのシールを貼り、破らないと開かないようにするという仕掛けを施した。これは

安田さんの、開かれない場を自ら開いていくという発想から始まっている。 

 

2006年桑原滝弥と久米繊維さんとの共催の詩人類T-shourtniにも関わった。RADIODAYSの頃に、

体が記号になるというコンセプトでファッションショーを企画したことがあり、その実現のチャンスを与

えてもらった。朗読に参加する詩人たちの詩を、舞台で着るためのTシャツのデザインに起こした。詩

のTシャツはその後も谷川俊太郎と久米繊維の「身につける詩」という取り組みへと続いている。 

 

ムーブメントの陰り 

この頃は自分は表に出ずイベントにスタッフとして参加することが増えていた。自分がやりたいのは人

と言葉が出会う場を作ることであるという思いは、確信に至っていた。多くの詩のイベントを観に行っ

たが詩を読むのではなく、そこに声や肉体として言葉を立ち上がらせることをできる詩人は本当に一

握りだった。 

 

そんな中、新宿のクラブMARZで行われた、さいとういんこ主宰のSSWSというイベントは特別だった。

これはスポークンワードスラムという海外の詩のムーブメントの本流イベントを輸入したもので、エミネ

ム主演による映画「8miile」にも描かれている、５分間のバトルで勝敗を決めるトーナメント形式。そこ

の言葉は生々しいほどにリアルに感じられた。そこでは詩やラップ、言葉であれば誰でも舞台に立つ

ことができた。参加者の中には鎮座ドープネスなど現在でも有名な多くのラッパーが参加していた。

その後もワードスラム形式のイベントは多くの場所で開催されている。現在でもラップバトルイベントは

活発に行われているが、詩人とラッパーが戦っていたのはこの時期のそこだけだったように思う。 

 



ラッパーは表舞台に残ったが詩人は残らなかった。ただ、当時はラッパーと詩人は対等に渡り合って

いた。その中で、詩人が優勝することもあり、馬野ミキなど私を含めて何人かの詩人のグランドチャン

ピオンも生まれている。「ダ・ヴィンチ」という雑誌で朗読する詩人が取り上げられたり、詩のパフォー

マンスは世間的にも明らかにムーブメントと呼べる状態だった。しかし、この頃が最後で、詩のムーブ

メントは陰りを見せはじめたように思う。 

 

2006年、東京に住む、しげかねとおる、村田活彦の関西詩人の３人で「A Day」というイベントを東京

と大阪で行なった。自分自身もパフォーマンスを行うが、映像や音を使い、その全体を舞台として構

成することを主眼にして全てを注いだ。日常の中で詩は可能かというコンセプトのもと、生活や日常

の時間の流れを再現し、詩を立ち上がらせるさまざまな実験を行なった。評判は良かったように思う

が、結果的に似たような舞台はその後もほとんど作られることはなかった。それは、悲しむべきことの

ように思う。自分自身でも、詩のパフォーマンスというメディアに時代的な限界を感じはじめていた。 

 

寺西さんの死 

2007年、詩学は唐突に倒産した。唐突といえば唐突だが、寺西さんが社長に就任する前から詩学

社は借金だらけで疲弊していた。それを承知した上で寺西さんはそれを立て直すべく社長を引き受

けたのだ。そして倒産と年を同じくして、無念のまま、寺西さんは脳出血で急逝した。いや、無念では

なかったと思う。倒産した直後、自宅に遊びにいった時、寺西さんは「詩学」の商標登録証の額縁を

抱き、詩学の再興について笑顔で語っていたから。 

 

私自身は寺西さんの死を境に詩の場には一切出なくなった。詩の発表をしていた1997~2007年。期

間にして10年間、それは丁度、寺西さんの出会いから、亡くなるまでの間。寺西さんに引き込まれる

形で詩の世界と深い関わりを持つようになった私は、全ての詩マーケットをスタッフとして手伝い、寺

西さんの上京に伴い、それを追いかけ、詩学を手伝わせてもらいながら、イベントを共にした。私の

活動の全てを詩と結びつけていたのは紛れもなく寺西さんの存在だった。RADIODAYSは詩ではな

いと言われている中、寺西さんはいつも、私に詩人というお墨付きを与えてくれた。その接点を失

い、私の活動はもはや詩という体裁すら失ってしまった。 

 

その後も、イベントに声をかけてもらったり、原稿をお願いしてもらったり、どうにか参加しようとも考え

たりもしたのですが、なぜかその気にはならなかった。ただ寺西さんへの感傷だけではなく、なぜか、

自分の言葉を機能させられる気がしなかった。それは時代的な要因の方が大きい。TwitterやTikTo

kなど、SNSを通じ、言葉や表現はどんどん短文化し、コミュニケーションの質も変化している。そこで

はこれまでの言葉の在り方が、当時、日本でインターネットが始まった頃と同じように大きな変化をし

てきています。詩的な表現は、今までと全く違うニュアンスを帯びるようになった。２０年前なら通用し

た詩のアンチテーゼとしての自己表現否定のスタイルは、今ではまったく機能しなくなった。むしろ、

SNSに溢れる無機質な個人の言葉はRADIODAYSが表現してみせようとした世界そのものだった。 

 

その後 

2008年、盟友、桑原滝弥の誘いで彼が主宰する「俊読」という谷川俊太郎さんとのイベントに参加し

ました。詩の世界にはもう関わらないと言っておきながら、一番憧れていた詩人と一緒の舞台に立て

ると聞いてのこのこステージに立ちました。そこに立って思ったのは、今まで詩に関わってきたのは自

分の憧れだったんだなということです。詩は憧れるに足りるキラキラした世界だった。もしかしたら今



でもどこかにそんなキラキラした詩の世界があるのかもしれませんが、その当時、紛れもなくそこには

憧れることのできる詩の世界が目の前にありました。そして、その憧れの象徴の谷川さんと舞台に立

つことで、ふいに私は全てを叶えてしまった気になりました。それは有終の美というにふさわしい最後

の舞台だった。 

 

これで、私のみた詩のシーンの全ては終わりです。書ききれないこともたくさんありましたが、あれか

ら10年以上が経ち初めてきっちりと振り返ってみた。なぜ、この原稿依頼を受けたのか。それは、平

居さんに依頼されたということもありますが、そろそろ、その10年が何だったのか、振り返るタイミング

だと思ったからです。これ以上の良いチャンスはありませんでした。振り返ってみて、なぜ寺西さんは

私を詩にひたすら結び続けようとし続けたのか、ずっと考えていました。 

 

当時、果敢にも詩で生きていくことを決心したたくさんの仲間がいた。まだ、必死に食らいついて表

現を続けている仲間。私も形は変わりましたが、ものつくりを続けています。詩で生きることを決心し

た私には、お金を稼いで食べていくということが表現をする上でとても重要でした。そういう意味では

ズルい選択をして、私は詩を拡大解釈し、なんとか生活することができるようになりました。自分の表

現スタイルは今でも昔と全く変わっていません。それは言葉を立ち上がらせ、人に体験してもらうこ

と。今回、この原稿の依頼をいただき、UXデザイナーという自分のその仕事の中にある詩を再発見

することができました。そして平居さんを通じて、まだ、自分がそこに繋がっていることを感じることが

できました。感謝を持って、この長い10年間の回想を結びたいと思います。 

 

 

 

 

 

 


